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未来を切り拓け！
～開拓者精神で共に奏でよう！東北六重奏～

東北青年フォーラム

「
震
災
時
の
体
験
談
」「
日
頃
の
防
災
・
減
災

対
策
」「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
け
る
防
災
・

減
災
」に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
一
般
参
加
者
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、不
測
の
災
害
に
対
し
て
、事

前
の
備
え
や
知
識
、情
報
が
重
要
と
い
う
意

識
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、平
時
や
災
害
時

に
地
域
で
の
防
災
・
減
災
に
主
導
的
な
役
割

を
担
い
、し
な
や
か
に
対
応
で
き
る
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
出
来
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
九
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
る

第
六
十
九
回
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡

山
に
あ
た
り
、午
前
十
時
よ
り
郡
山
市
役
所

へ
の
表
敬
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。品
川
萬

里
市
長
と
会
し
た
公
益
社
団
法
人
日
本
青

年
会
議
所
東
北
地
区
協
議
会
会
長
倉
橋
龍

太
郎
君
は
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

で
き
る
こ
と
へ

の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。市
長
は

コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
の
準
備
の

大
変
さ
を
ね
ぎ

ら
い
東
北
青
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
成

功
へ
の
期
待
を

込
め
ま
し
た
。 市

長
表
敬
訪
問

市
長
表
敬
訪
問

9/3㈮

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
本
番

に
向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
発
令
さ
れ

急
遽
、オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
る
な

ど
様
々
な
変
更
が

あ
る
な
か
で
の
準

備
で
し
た
。 大

会
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
リ
ハ
ー
サ
ル

9/3㈮
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ラ
ム
１

フ
ォ
ー
ラ
ム
１

9/4㈯

　
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
安
積
国
造
神

社
に
て
大
会
成
功
祈
願
が
行
わ
れ
倉
橋
会

長
は
じ
め
大
会
役
員
ら
が
参
列
し
ま
し
た
。

安
藤
智
重
宮
司

が
祝
詞
奏
上
、安

積
地
方
の
御
神

楽
が
奉
奏
さ
れ
、

倉
橋
会
頭
、栁
沼

理
事
長
が
玉
串

を
奉
奠
し
、一
同

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

成
功
を
祈
り
、心

を
一
つ
に
し
ま
し

た
。

大
会
成
功
祈
願

大
会
成
功
祈
願

9/3㈮

　
午
前
十
二
時
四
十
五
分
か
ら
ホ
テ
ル
ハ

マ
ツ
三
階
平
安
の
間
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

が
行
わ
れ
、郡
山
市
の
小
・
中
・
高
・
大
学
生

で
構
成
さ
れ
た
管
弦
楽
団「
Ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」に
よ
る
演
奏
で
幕
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
倉
橋
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
さ
れ
、次
い

で
内
堀
知
事
、品
川
市
長
よ
り
い
た
だ
い
た

歓
迎
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
地
理
事
長
と
し
て
栁
沼
勝
恵
君
が「
東

北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡
山
が
今
の
困
難

を
打
破
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
、そ
し
て
こ

の
困
難
が
終
息
し

た
後
に
は
郡
山
を

心
か
ら
堪
能
し
て

欲
し
い
」と
挨
拶
し

ま
し
た
。そ
の
後
、

各
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ン
の
説
明
が
行
わ

れ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
閉
式
し
ま
し
た
。

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡
山
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡
山
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

9/4㈯　
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
四
時
四
十
五
分

ま
で
同
会
場
で
実
地
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
郡
山
青
年
会
議
所
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
の「
防
災
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
〜
共
に
創
る
未
来
へ
の
防
災
バ
ト

ン
〜
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
斎
藤
恭
紀

氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
株
式
会

社
フ
ラ
ッ
プ
ゼ
ロ
ア

ル
フ
ァ
代
表
取
締
役

社
長
松
田
哲
氏
、福

島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長
佐
々
木
公
一

君
、郡
山
青
年
会
議

所
理
事
長
栁
沼
勝
恵

君
を
パ
ネ
ラ
ー
に

郡
山
青
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所
創
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六
十
周
年
記
念
事
業
１

郡
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六
十
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記
念
事
業
１

9/4㈯　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
後
、郡
山
女
子
大
学
の

建
学
記
念
講
堂
に
て「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
　
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
刻
一
刻
と
状
況
が
変
化
す
る
中
、ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
則
り
対
策
を
徹
底
し
て
行
う

こ
と
、出
演
者
の
方
も
マ
ス
ク
着
用
等
の
時

代
に
即
し
た
形
で
行
う
こ
と
で
、本
事
業
の

開
催
、発
信
を
し
た
。マ
ス
ク
を
外
し
て
歌

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
に
は
、事
前
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
ま
た
は
抗
原
検
査
の
結
果

の
提
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、陰
性
の
確
認

が
済
ん
だ
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、参
加
さ
れ
た
方
々
が

音
楽
の
力
を
通
じ
被
災
者
へ
思
い
を
寄
せ

る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
の
復
興
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
の
も
と
開
催
し

ま
し
た
。出
演
者
や
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
に
な
る
時
間
を
創
れ
た
こ
と
、ま
た
展
示

ブ
ー
ス
を
設
け
て
の
募
金
活
動
に
よ
り
新

た
な
復
興
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
切
っ
掛
け

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
２

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
２

9/5㈰ 　
午
後
一
時
四
十
五
分
よ
り
三
時
ま
で
同
会

場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
は「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
，Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
，Ｆ
Ｕ
Ｎ
　
こ
れ
か
ら
の
僕

た
ち
に
必
要
な
マ
イ
ン
ド
〜
」と
題
し
て
二
部

構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
伊
藤
羊
一
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
組
織
と
人
に
必
須
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。第
二
部
で
は

金
子
副
会
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
講
演
を
聞

い
た
人
が
具
体
的
な

行
動
を
起
こ
せ
る
よ

う
様
々
な
質
問
を
投

げ
か
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
２

フ
ォ
ー
ラ
ム
２

9/4㈯　
午
後
五
時
十
五
分
よ
り
六
時
三
十
分
ま
で

同
会
場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
は「
意
識

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
常
識
は
非
常
識
！
常
識

を
ぶ
っ
壊
せ
！
」と
題
し
て
二
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
西
條
勝
昭
氏
よ
り
経
験
を
基
に

常
識
に
囚
わ
れ
な
い
発
想
を
す
る
為
の
メ
ン

タ
ル
面
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
室
室
長
の
鈴
木
浩

彰
君
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
西
條
勝
昭
氏

と
川
崎
麻
世
氏
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

9/5㈰　
午
前
八
時
五
十
分
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
東
北

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡
山
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

を
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
は
二
〇
二
二
年
度
東
北

地
区
協
議
会
会
長
候
補
者
が
発
表
さ
れ
当
次

年
度
会
長
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

次
年
度
の
方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
実
り
あ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
次
い
で
、次
年
度
の
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
地
が
発
表
さ
れ
一
般
社
団
法
人
栗
原
青

年
会
議
所
に
よ
る
挨
拶
動
画
が
映
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
大
会
の
鍵
伝
達
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

終
了
後
に
栗
原
の
地
で
行
わ
れ
る
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
開
催

地
理
事
長
で
あ

る
栁
沼
勝
恵
君

が
挨
拶
し
東
北

各
地
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ

メ
ン
バ
ー
の
ご
支

援・協
力
の
も
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
が

成
功
し
た
こ
と

に
つ
い
て
感
謝
を

述
べ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
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恵

君
を
パ
ネ
ラ
ー
に

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
１

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
１

9/4㈯　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
後
、郡
山
女
子
大
学
の

建
学
記
念
講
堂
に
て「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
　
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
　
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
刻
一
刻
と
状
況
が
変
化
す
る
中
、ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
則
り
対
策
を
徹
底
し
て
行
う

こ
と
、出
演
者
の
方
も
マ
ス
ク
着
用
等
の
時

代
に
即
し
た
形
で
行
う
こ
と
で
、本
事
業
の

開
催
、発
信
を
し
た
。マ
ス
ク
を
外
し
て
歌

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
に
は
、事
前
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
ま
た
は
抗
原
検
査
の
結
果

の
提
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、陰
性
の
確
認

が
済
ん
だ
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、参
加
さ
れ
た
方
々
が

音
楽
の
力
を
通
じ
被
災
者
へ
思
い
を
寄
せ

る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
の
復
興
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
の
も
と
開
催
し

ま
し
た
。出
演
者
や
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
に
な
る
時
間
を
創
れ
た
こ
と
、ま
た
展
示

ブ
ー
ス
を
設
け
て
の
募
金
活
動
に
よ
り
新

た
な
復
興
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
切
っ
掛
け

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
２

郡
山
青
年
会
議
所
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
２

9/5㈰ 　
午
後
一
時
四
十
五
分
よ
り
三
時
ま
で
同
会

場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
は「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
，Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
，Ｆ
Ｕ
Ｎ
　
こ
れ
か
ら
の
僕

た
ち
に
必
要
な
マ
イ
ン
ド
〜
」と
題
し
て
二
部

構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
伊
藤
羊
一
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
組
織
と
人
に
必
須
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。第
二
部
で
は

金
子
副
会
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
講
演
を
聞

い
た
人
が
具
体
的
な

行
動
を
起
こ
せ
る
よ

う
様
々
な
質
問
を
投

げ
か
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
２

フ
ォ
ー
ラ
ム
２

9/4㈯　
午
後
五
時
十
五
分
よ
り
六
時
三
十
分
ま
で

同
会
場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
は「
意
識

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
常
識
は
非
常
識
！
常
識

を
ぶ
っ
壊
せ
！
」と
題
し
て
二
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
西
條
勝
昭
氏
よ
り
経
験
を
基
に

常
識
に
囚
わ
れ
な
い
発
想
を
す
る
為
の
メ
ン

タ
ル
面
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
室
室
長
の
鈴
木
浩

彰
君
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
西
條
勝
昭
氏

と
川
崎
麻
世
氏
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

9/5㈰　
午
前
八
時
五
十
分
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
東
北

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
郡
山
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

を
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
は
二
〇
二
二
年
度
東
北

地
区
協
議
会
会
長
候
補
者
が
発
表
さ
れ
当
次

年
度
会
長
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

次
年
度
の
方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
実
り
あ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
次
い
で
、次
年
度
の
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
地
が
発
表
さ
れ
一
般
社
団
法
人
栗
原
青

年
会
議
所
に
よ
る
挨
拶
動
画
が
映
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
大
会
の
鍵
伝
達
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

終
了
後
に
栗
原
の
地
で
行
わ
れ
る
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
開
催

地
理
事
長
で
あ

る
栁
沼
勝
恵
君

が
挨
拶
し
東
北

各
地
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ

メ
ン
バ
ー
の
ご
支

援・協
力
の
も
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
が

成
功
し
た
こ
と

に
つ
い
て
感
謝
を

述
べ
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

in 郡山


